
2026 年（令和８年）度

一般入学試験 B 日程問題

２教科方式

注 意 事 項

（１�）試験開始の合図があるまで問題用紙を開かないでください。

（２�）試験時間は 60分です。

（３�）試験問題は、日本史が日１～日 11 ページ、世界史が世１～世 12

ページ、数学が数１～数 9 ページ、国語が国１～国 24 ページまで

あります。なお、国語は裏表紙からはじまります。

（４�）試験中に問題用紙の印刷不鮮明、ページの落丁・乱丁および解答

用紙の汚れ等に気付いた場合は、手を挙げて試験監督者に知らせて

ください。

（５�）マーク解答用紙に座席番号、氏名を記入してください。なお、「選

択科目」のマーク解答用紙の受験科目欄に、受験する科目を１つだけ

マークしてください。

（６�）解答は各問の指示に従って、マーク解答用紙の解答欄にマークし

てください。

（７�）試験終了後、問題用紙は持ち帰ってください。

2026 年 3 月 3 日実施
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③ 

1 
 

［１］ 次の文章を読み、後の問いに答えなさい。（16点） 

 

推古天皇の時代には、①遣隋使が派遣され、高句麗の僧曇徴や百済の僧観勒が渡来す

るなど、諸外国との交流が活発化した。遣隋使や遣唐使がもたらした律令などの先進

的な文物は、日本の政治や社会・文化に影響を与えた。８世紀には、遣唐使船で来日し

た鑑真が、正式な僧侶となるのに必要な受戒の作法を伝えるなど、②仏教の発展に貢献

した。 

９世紀には、最澄、空海、  ア  らが遣唐使とともに入唐した。10世紀になると、

唐が滅亡し、五代十国の諸王朝の興亡を経て宋（北宋）が中国を統一したが、日本は宋

との国交を開かなかった。日本人の渡航は、今日の刑法にあたる  イ  によって禁

止されていたが、巡礼を目的とする僧には許されることもあった。たとえば、10世紀後

半には奝然が入宋し、宋版大蔵経や釈迦如来像をもたらした。 

12世紀前半に、女真族の建てた  ウ  に圧迫され、宋（北宋）が南宋となると、日

宋貿易が活発に展開されるようになった。15世紀には明との間で正式な国交が開かれ、

日明貿易が開始された。中世に中国との間で活発化した貿易では、宋銭や明銭が輸入

され、これら中国銭は中世の経済と深い関係をもった。 

一方、室町時代に展開された日朝貿易では、  エ  が輸入され、三河などの各地

に  エ  栽培が急速に普及していった。 
 

問１ 空白部  ア  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び 

なさい。解答番号は１。（２点） 

ａ 道鏡   ｂ 空也   ｃ 円仁   ｄ 源信 

 

問２ 空白部  イ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は２。（２点） 

ａ 令   ｂ 律   ｃ 格   ｄ 式 

 

問３ 空白部  ウ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は３。（３点） 

ａ 金   ｂ 遼   ｃ 西夏   ｄ 渤海 

 

問４ 空白部  エ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は４。（３点） 

ａ 楮   ｂ 苧   ｃ 漆   ｄ 木綿 

  

―日 2―

日 本 史

※マーク解答用紙の受験科目欄に、受験する科目のマークを忘れずに記入してください。

③ 

1 
 

［１］ 次の文章を読み、後の問いに答えなさい。（16点） 

 

推古天皇の時代には、①遣隋使が派遣され、高句麗の僧曇徴や百済の僧観勒が渡来す

るなど、諸外国との交流が活発化した。遣隋使や遣唐使がもたらした律令などの先進

的な文物は、日本の政治や社会・文化に影響を与えた。８世紀には、遣唐使船で来日し

た鑑真が、正式な僧侶となるのに必要な受戒の作法を伝えるなど、②仏教の発展に貢献

した。 

９世紀には、最澄、空海、  ア  らが遣唐使とともに入唐した。10世紀になると、

唐が滅亡し、五代十国の諸王朝の興亡を経て宋（北宋）が中国を統一したが、日本は宋

との国交を開かなかった。日本人の渡航は、今日の刑法にあたる  イ  によって禁

止されていたが、巡礼を目的とする僧には許されることもあった。たとえば、10世紀後

半には奝然が入宋し、宋版大蔵経や釈迦如来像をもたらした。 

12世紀前半に、女真族の建てた  ウ  に圧迫され、宋（北宋）が南宋となると、日

宋貿易が活発に展開されるようになった。15世紀には明との間で正式な国交が開かれ、

日明貿易が開始された。中世に中国との間で活発化した貿易では、宋銭や明銭が輸入

され、これら中国銭は中世の経済と深い関係をもった。 

一方、室町時代に展開された日朝貿易では、  エ  が輸入され、三河などの各地

に  エ  栽培が急速に普及していった。 
 

問１ 空白部  ア  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び 

なさい。解答番号は１。（２点） 

ａ 道鏡   ｂ 空也   ｃ 円仁   ｄ 源信 

 

問２ 空白部  イ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は２。（２点） 

ａ 令   ｂ 律   ｃ 格   ｄ 式 

 

問３ 空白部  ウ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は３。（３点） 

ａ 金   ｂ 遼   ｃ 西夏   ｄ 渤海 

 

問４ 空白部  エ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は４。（３点） 

ａ 楮   ｂ 苧   ｃ 漆   ｄ 木綿 

  

―日 1―
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［１］ 次の文章を読み、後の問いに答えなさい。（16点） 

 

推古天皇の時代には、①遣隋使が派遣され、高句麗の僧曇徴や百済の僧観勒が渡来す

るなど、諸外国との交流が活発化した。遣隋使や遣唐使がもたらした律令などの先進

的な文物は、日本の政治や社会・文化に影響を与えた。８世紀には、遣唐使船で来日し

た鑑真が、正式な僧侶となるのに必要な受戒の作法を伝えるなど、②仏教の発展に貢献

した。 

９世紀には、最澄、空海、  ア  らが遣唐使とともに入唐した。10世紀になると、

唐が滅亡し、五代十国の諸王朝の興亡を経て宋（北宋）が中国を統一したが、日本は宋

との国交を開かなかった。日本人の渡航は、今日の刑法にあたる  イ  によって禁

止されていたが、巡礼を目的とする僧には許されることもあった。たとえば、10世紀後

半には奝然が入宋し、宋版大蔵経や釈迦如来像をもたらした。 

12世紀前半に、女真族の建てた  ウ  に圧迫され、宋（北宋）が南宋となると、日

宋貿易が活発に展開されるようになった。15世紀には明との間で正式な国交が開かれ、

日明貿易が開始された。中世に中国との間で活発化した貿易では、宋銭や明銭が輸入

され、これら中国銭は中世の経済と深い関係をもった。 

一方、室町時代に展開された日朝貿易では、  エ  が輸入され、三河などの各地

に  エ  栽培が急速に普及していった。 
 

問１ 空白部  ア  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び 

なさい。解答番号は１。（２点） 

ａ 道鏡   ｂ 空也   ｃ 円仁   ｄ 源信 

 

問２ 空白部  イ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は２。（２点） 

ａ 令   ｂ 律   ｃ 格   ｄ 式 

 

問３ 空白部  ウ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は３。（３点） 

ａ 金   ｂ 遼   ｃ 西夏   ｄ 渤海 

 

問４ 空白部  エ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は４。（３点） 

ａ 楮   ｂ 苧   ｃ 漆   ｄ 木綿 

  

―日 2―

日 本 史

※マーク解答用紙の受験科目欄に、受験する科目のマークを忘れずに記入してください。
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［１］ 次の文章を読み、後の問いに答えなさい。（16点） 

 

推古天皇の時代には、①遣隋使が派遣され、高句麗の僧曇徴や百済の僧観勒が渡来す

るなど、諸外国との交流が活発化した。遣隋使や遣唐使がもたらした律令などの先進

的な文物は、日本の政治や社会・文化に影響を与えた。８世紀には、遣唐使船で来日し

た鑑真が、正式な僧侶となるのに必要な受戒の作法を伝えるなど、②仏教の発展に貢献

した。 

９世紀には、最澄、空海、  ア  らが遣唐使とともに入唐した。10世紀になると、

唐が滅亡し、五代十国の諸王朝の興亡を経て宋（北宋）が中国を統一したが、日本は宋

との国交を開かなかった。日本人の渡航は、今日の刑法にあたる  イ  によって禁

止されていたが、巡礼を目的とする僧には許されることもあった。たとえば、10世紀後

半には奝然が入宋し、宋版大蔵経や釈迦如来像をもたらした。 

12世紀前半に、女真族の建てた  ウ  に圧迫され、宋（北宋）が南宋となると、日

宋貿易が活発に展開されるようになった。15世紀には明との間で正式な国交が開かれ、

日明貿易が開始された。中世に中国との間で活発化した貿易では、宋銭や明銭が輸入

され、これら中国銭は中世の経済と深い関係をもった。 

一方、室町時代に展開された日朝貿易では、  エ  が輸入され、三河などの各地

に  エ  栽培が急速に普及していった。 
 

問１ 空白部  ア  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び 

なさい。解答番号は１。（２点） 

ａ 道鏡   ｂ 空也   ｃ 円仁   ｄ 源信 

 

問２ 空白部  イ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は２。（２点） 

ａ 令   ｂ 律   ｃ 格   ｄ 式 

 

問３ 空白部  ウ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は３。（３点） 

ａ 金   ｂ 遼   ｃ 西夏   ｄ 渤海 

 

問４ 空白部  エ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は４。（３点） 

ａ 楮   ｂ 苧   ｃ 漆   ｄ 木綿 

  

―日 1―



③ 

2 
 

問５ 下線部①に関連して、遣隋使や遣隋使に随行した留学生・学問僧に関して述べ

た次の文Ⅰ～Ⅳについて、正しいものの組合せを、下のａ～ｄの中から選びなさ

い。解答番号は５。（３点） 

 

Ⅰ 607年には小野妹子が国書を持参して中国に渡った。 

Ⅱ 遣隋使は、隋の滅亡にいたるまで、20回以上派遣された。 

Ⅲ 遣隋使とともに、旻や高向玄理が中国に渡った。 

Ⅳ 遣隋使とともに、玄昉や吉備真備が中国に渡った。 

 

ａ Ⅰ・Ⅲ   ｂ Ⅰ・Ⅳ   ｃ Ⅱ・Ⅲ   ｄ Ⅱ・Ⅳ 

 

問６ 下線部②に関連して、古代・中世の仏教に関して述べた次の文Ⅰ～Ⅲについて、

古いものから年代順に正しく配列したものを、下のａ～ｆの中から選びなさい。

解答番号は６。（３点） 

 

Ⅰ 臨済宗の寺格制度である、五山・十刹の制が整備された。 

Ⅱ 豊後に富貴寺大堂が建てられるなど、地方に浄土教が広まった。 

Ⅲ 現世利益を求める皇族や貴族らの間に、密教が広まるようになった。 

 

ａ Ⅰ－Ⅱ－Ⅲ   ｂ Ⅰ－Ⅲ－Ⅱ   ｃ Ⅱ－Ⅰ－Ⅲ 

ｄ Ⅱ－Ⅲ－Ⅰ   ｅ Ⅲ－Ⅰ－Ⅱ   ｆ Ⅲ－Ⅱ－Ⅰ  

③ 

3 
 

［２］ 次の文章を読み、後の問いに答えなさい。（16点） 

 

イエズス会宣教師のザビエルは、1549 年、鹿児島に到着し、その後に京都に向かっ

た。ザビエルは大内氏の城下町  ア  などで布教したあと、日本を離れた。 

ポルトガルとスペインは、キリスト教の布教活動を貿易と一体化させて行ったため、

貿易を望む大名のなかにはキリシタン大名となる者も現れた。南蛮船の多くは①九州地

方に来航し、九州のキリシタン大名である  イ  らは、1582年、宣教師の勧めによ

って、伊東マンショら天正遣欧使節をヨーロッパに派遣した。 
キリシタンが増加するなかで、江戸幕府を開いた②徳川家康から３代将軍徳川家光の

時代にかけて、しだいに禁教と貿易統制などを目的とする「鎖国」体制が整備された。

西洋人のうち、「鎖国」体制下で唯一対日貿易を展開したオランダ人は、長崎の出島の

みで、居住・貿易活動を許可された。 
18 世紀後半以降には、ロシアの使節ラクスマンが根室に来航するなど、外国船が日

本列島に接近する動きが加速した。ラクスマンが来航する直前には、  ウ  が『海

国兵談』を著し、長崎以外における海岸防備の必要性を説いていた。 
19 世紀半ばには、ペリーの浦賀への来航を経て、ハリスとの間で日米修好通商条約

が調印された。諸外国とも貿易が開始されるなかで、横浜が最大の貿易港となった。 
明治政府のもとで、東京は政治だけでなく諸外国との外交の舞台となった。1880 年

代には、条約改正交渉を円滑に進めるため、コンドルの設計による  エ  が建設さ

れ、各国の要人が接待された。 

 

問１ 空白部  ア  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は７。（２点） 

ａ 山口   ｂ 一乗谷   ｃ 府内   ｄ 小田原 

 

問２ 空白部  イ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は８。（２点） 

ａ 小西行長   ｂ 高山右近   ｃ 大村純忠   ｄ 福島正則 

 

問３ 空白部  ウ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は９。（３点） 

ａ 本多利明   ｂ 林子平   ｃ 工藤平助   ｄ 佐藤信淵 

 

問４ 空白部  エ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 10。（３点） 

ａ 時習館   ｂ 造士館   ｃ 鴻臚館   ｄ 鹿鳴館 

  

―日 4―
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問５ 下線部①に関連して、遣隋使や遣隋使に随行した留学生・学問僧に関して述べ

た次の文Ⅰ～Ⅳについて、正しいものの組合せを、下のａ～ｄの中から選びなさ

い。解答番号は５。（３点） 

 

Ⅰ 607年には小野妹子が国書を持参して中国に渡った。 

Ⅱ 遣隋使は、隋の滅亡にいたるまで、20回以上派遣された。 

Ⅲ 遣隋使とともに、旻や高向玄理が中国に渡った。 

Ⅳ 遣隋使とともに、玄昉や吉備真備が中国に渡った。 

 

ａ Ⅰ・Ⅲ   ｂ Ⅰ・Ⅳ   ｃ Ⅱ・Ⅲ   ｄ Ⅱ・Ⅳ 

 

問６ 下線部②に関連して、古代・中世の仏教に関して述べた次の文Ⅰ～Ⅲについて、

古いものから年代順に正しく配列したものを、下のａ～ｆの中から選びなさい。

解答番号は６。（３点） 

 

Ⅰ 臨済宗の寺格制度である、五山・十刹の制が整備された。 

Ⅱ 豊後に富貴寺大堂が建てられるなど、地方に浄土教が広まった。 

Ⅲ 現世利益を求める皇族や貴族らの間に、密教が広まるようになった。 

 

ａ Ⅰ－Ⅱ－Ⅲ   ｂ Ⅰ－Ⅲ－Ⅱ   ｃ Ⅱ－Ⅰ－Ⅲ 

ｄ Ⅱ－Ⅲ－Ⅰ   ｅ Ⅲ－Ⅰ－Ⅱ   ｆ Ⅲ－Ⅱ－Ⅰ  

③ 

3 
 

［２］ 次の文章を読み、後の問いに答えなさい。（16点） 

 

イエズス会宣教師のザビエルは、1549 年、鹿児島に到着し、その後に京都に向かっ

た。ザビエルは大内氏の城下町  ア  などで布教したあと、日本を離れた。 

ポルトガルとスペインは、キリスト教の布教活動を貿易と一体化させて行ったため、

貿易を望む大名のなかにはキリシタン大名となる者も現れた。南蛮船の多くは①九州地

方に来航し、九州のキリシタン大名である  イ  らは、1582年、宣教師の勧めによ

って、伊東マンショら天正遣欧使節をヨーロッパに派遣した。 
キリシタンが増加するなかで、江戸幕府を開いた②徳川家康から３代将軍徳川家光の

時代にかけて、しだいに禁教と貿易統制などを目的とする「鎖国」体制が整備された。

西洋人のうち、「鎖国」体制下で唯一対日貿易を展開したオランダ人は、長崎の出島の

みで、居住・貿易活動を許可された。 
18 世紀後半以降には、ロシアの使節ラクスマンが根室に来航するなど、外国船が日

本列島に接近する動きが加速した。ラクスマンが来航する直前には、  ウ  が『海

国兵談』を著し、長崎以外における海岸防備の必要性を説いていた。 
19 世紀半ばには、ペリーの浦賀への来航を経て、ハリスとの間で日米修好通商条約

が調印された。諸外国とも貿易が開始されるなかで、横浜が最大の貿易港となった。 
明治政府のもとで、東京は政治だけでなく諸外国との外交の舞台となった。1880 年

代には、条約改正交渉を円滑に進めるため、コンドルの設計による  エ  が建設さ

れ、各国の要人が接待された。 

 

問１ 空白部  ア  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は７。（２点） 

ａ 山口   ｂ 一乗谷   ｃ 府内   ｄ 小田原 

 

問２ 空白部  イ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は８。（２点） 

ａ 小西行長   ｂ 高山右近   ｃ 大村純忠   ｄ 福島正則 

 

問３ 空白部  ウ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は９。（３点） 

ａ 本多利明   ｂ 林子平   ｃ 工藤平助   ｄ 佐藤信淵 

 

問４ 空白部  エ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 10。（３点） 

ａ 時習館   ｂ 造士館   ｃ 鴻臚館   ｄ 鹿鳴館 

  

―日 3―



③ 

2 
 

問５ 下線部①に関連して、遣隋使や遣隋使に随行した留学生・学問僧に関して述べ

た次の文Ⅰ～Ⅳについて、正しいものの組合せを、下のａ～ｄの中から選びなさ

い。解答番号は５。（３点） 

 

Ⅰ 607年には小野妹子が国書を持参して中国に渡った。 

Ⅱ 遣隋使は、隋の滅亡にいたるまで、20回以上派遣された。 

Ⅲ 遣隋使とともに、旻や高向玄理が中国に渡った。 

Ⅳ 遣隋使とともに、玄昉や吉備真備が中国に渡った。 

 

ａ Ⅰ・Ⅲ   ｂ Ⅰ・Ⅳ   ｃ Ⅱ・Ⅲ   ｄ Ⅱ・Ⅳ 

 

問６ 下線部②に関連して、古代・中世の仏教に関して述べた次の文Ⅰ～Ⅲについて、

古いものから年代順に正しく配列したものを、下のａ～ｆの中から選びなさい。

解答番号は６。（３点） 

 

Ⅰ 臨済宗の寺格制度である、五山・十刹の制が整備された。 

Ⅱ 豊後に富貴寺大堂が建てられるなど、地方に浄土教が広まった。 

Ⅲ 現世利益を求める皇族や貴族らの間に、密教が広まるようになった。 

 

ａ Ⅰ－Ⅱ－Ⅲ   ｂ Ⅰ－Ⅲ－Ⅱ   ｃ Ⅱ－Ⅰ－Ⅲ 

ｄ Ⅱ－Ⅲ－Ⅰ   ｅ Ⅲ－Ⅰ－Ⅱ   ｆ Ⅲ－Ⅱ－Ⅰ  

③ 

3 
 

［２］ 次の文章を読み、後の問いに答えなさい。（16点） 

 

イエズス会宣教師のザビエルは、1549 年、鹿児島に到着し、その後に京都に向かっ

た。ザビエルは大内氏の城下町  ア  などで布教したあと、日本を離れた。 

ポルトガルとスペインは、キリスト教の布教活動を貿易と一体化させて行ったため、

貿易を望む大名のなかにはキリシタン大名となる者も現れた。南蛮船の多くは①九州地

方に来航し、九州のキリシタン大名である  イ  らは、1582年、宣教師の勧めによ

って、伊東マンショら天正遣欧使節をヨーロッパに派遣した。 
キリシタンが増加するなかで、江戸幕府を開いた②徳川家康から３代将軍徳川家光の

時代にかけて、しだいに禁教と貿易統制などを目的とする「鎖国」体制が整備された。

西洋人のうち、「鎖国」体制下で唯一対日貿易を展開したオランダ人は、長崎の出島の

みで、居住・貿易活動を許可された。 
18 世紀後半以降には、ロシアの使節ラクスマンが根室に来航するなど、外国船が日

本列島に接近する動きが加速した。ラクスマンが来航する直前には、  ウ  が『海

国兵談』を著し、長崎以外における海岸防備の必要性を説いていた。 
19 世紀半ばには、ペリーの浦賀への来航を経て、ハリスとの間で日米修好通商条約

が調印された。諸外国とも貿易が開始されるなかで、横浜が最大の貿易港となった。 
明治政府のもとで、東京は政治だけでなく諸外国との外交の舞台となった。1880 年

代には、条約改正交渉を円滑に進めるため、コンドルの設計による  エ  が建設さ

れ、各国の要人が接待された。 

 

問１ 空白部  ア  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は７。（２点） 

ａ 山口   ｂ 一乗谷   ｃ 府内   ｄ 小田原 

 

問２ 空白部  イ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は８。（２点） 

ａ 小西行長   ｂ 高山右近   ｃ 大村純忠   ｄ 福島正則 

 

問３ 空白部  ウ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は９。（３点） 

ａ 本多利明   ｂ 林子平   ｃ 工藤平助   ｄ 佐藤信淵 

 

問４ 空白部  エ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 10。（３点） 

ａ 時習館   ｂ 造士館   ｃ 鴻臚館   ｄ 鹿鳴館 

  

―日 4―

③ 

2 
 

問５ 下線部①に関連して、遣隋使や遣隋使に随行した留学生・学問僧に関して述べ

た次の文Ⅰ～Ⅳについて、正しいものの組合せを、下のａ～ｄの中から選びなさ

い。解答番号は５。（３点） 

 

Ⅰ 607年には小野妹子が国書を持参して中国に渡った。 

Ⅱ 遣隋使は、隋の滅亡にいたるまで、20回以上派遣された。 

Ⅲ 遣隋使とともに、旻や高向玄理が中国に渡った。 

Ⅳ 遣隋使とともに、玄昉や吉備真備が中国に渡った。 

 

ａ Ⅰ・Ⅲ   ｂ Ⅰ・Ⅳ   ｃ Ⅱ・Ⅲ   ｄ Ⅱ・Ⅳ 

 

問６ 下線部②に関連して、古代・中世の仏教に関して述べた次の文Ⅰ～Ⅲについて、

古いものから年代順に正しく配列したものを、下のａ～ｆの中から選びなさい。

解答番号は６。（３点） 

 

Ⅰ 臨済宗の寺格制度である、五山・十刹の制が整備された。 

Ⅱ 豊後に富貴寺大堂が建てられるなど、地方に浄土教が広まった。 

Ⅲ 現世利益を求める皇族や貴族らの間に、密教が広まるようになった。 

 

ａ Ⅰ－Ⅱ－Ⅲ   ｂ Ⅰ－Ⅲ－Ⅱ   ｃ Ⅱ－Ⅰ－Ⅲ 

ｄ Ⅱ－Ⅲ－Ⅰ   ｅ Ⅲ－Ⅰ－Ⅱ   ｆ Ⅲ－Ⅱ－Ⅰ  

③ 

3 
 

［２］ 次の文章を読み、後の問いに答えなさい。（16点） 

 

イエズス会宣教師のザビエルは、1549 年、鹿児島に到着し、その後に京都に向かっ

た。ザビエルは大内氏の城下町  ア  などで布教したあと、日本を離れた。 

ポルトガルとスペインは、キリスト教の布教活動を貿易と一体化させて行ったため、

貿易を望む大名のなかにはキリシタン大名となる者も現れた。南蛮船の多くは①九州地

方に来航し、九州のキリシタン大名である  イ  らは、1582年、宣教師の勧めによ

って、伊東マンショら天正遣欧使節をヨーロッパに派遣した。 
キリシタンが増加するなかで、江戸幕府を開いた②徳川家康から３代将軍徳川家光の

時代にかけて、しだいに禁教と貿易統制などを目的とする「鎖国」体制が整備された。

西洋人のうち、「鎖国」体制下で唯一対日貿易を展開したオランダ人は、長崎の出島の

みで、居住・貿易活動を許可された。 
18 世紀後半以降には、ロシアの使節ラクスマンが根室に来航するなど、外国船が日

本列島に接近する動きが加速した。ラクスマンが来航する直前には、  ウ  が『海

国兵談』を著し、長崎以外における海岸防備の必要性を説いていた。 
19 世紀半ばには、ペリーの浦賀への来航を経て、ハリスとの間で日米修好通商条約

が調印された。諸外国とも貿易が開始されるなかで、横浜が最大の貿易港となった。 
明治政府のもとで、東京は政治だけでなく諸外国との外交の舞台となった。1880 年

代には、条約改正交渉を円滑に進めるため、コンドルの設計による  エ  が建設さ

れ、各国の要人が接待された。 

 

問１ 空白部  ア  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は７。（２点） 

ａ 山口   ｂ 一乗谷   ｃ 府内   ｄ 小田原 

 

問２ 空白部  イ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は８。（２点） 

ａ 小西行長   ｂ 高山右近   ｃ 大村純忠   ｄ 福島正則 

 

問３ 空白部  ウ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は９。（３点） 

ａ 本多利明   ｂ 林子平   ｃ 工藤平助   ｄ 佐藤信淵 

 

問４ 空白部  エ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 10。（３点） 

ａ 時習館   ｂ 造士館   ｃ 鴻臚館   ｄ 鹿鳴館 

  

―日 3―



③ 

4 
 

問５ 下線部①に関連して、江戸時代における、九州地方に関わる出来事に関して述

べた次の文Ⅰ～Ⅲについて、古いものから年代順に正しく配列したものを、下の

ａ～ｆの中から選びなさい。解答番号は 11。(３点)  

 

Ⅰ 長崎の町に雑居していた清国人の居住地を限定するため、唐人屋敷が設け

られた。 

Ⅱ 領民に対する苛酷な支配、キリシタンに対する弾圧が行われるなかで、島

原の乱が起こった。 

Ⅲ オランダ商館の医師シーボルトによって、長崎郊外に診療所と鳴滝塾が開

かれた。 
 

ａ Ⅰ－Ⅱ－Ⅲ   ｂ Ⅰ－Ⅲ－Ⅱ   ｃ Ⅱ－Ⅰ－Ⅲ 

ｄ Ⅱ－Ⅲ－Ⅰ   ｅ Ⅲ－Ⅰ－Ⅱ   ｆ Ⅲ－Ⅱ－Ⅰ 

 

問６ 下線部②に関連して、徳川家康、徳川家光の時代の出来事に関して述べた次の

文Ｘ・Ｙと、文中の「この地」を示した下の地図中の場所Ⅰ～Ⅳの組合せとして正

しいものを、下のａ～ｄの中から選びなさい。解答番号は 12。（３点） 

 

Ｘ この地で展開された 1600 年の戦いに、東軍を率いて勝利した徳川家康は、

1603年に征夷大将軍に任じられた。 

Ｙ 徳川家光が将軍に就任した 1623 年に、この地にあったイギリス商館が閉鎖

された。 

 

 
 

ａ Ｘ－Ⅰ Ｙ－Ⅲ   ｂ Ｘ－Ⅰ Ｙ－Ⅳ 

ｃ Ｘ－Ⅱ Ｙ－Ⅲ   ｄ Ｘ－Ⅱ Ｙ－Ⅳ  

  

③ 

5 
 

［３］ 次の文章を読み、後の問いに答えなさい。（32点） 

 

水稲耕作が本格化した弥生時代には、邪馬台国について記述されている  ア  か

ら、市が開かれていたことが知られる。ヤマト政権のもと、王権の財物をおさめた三蔵

を管理した  イ  は、ヤマト政権の直轄領である屯倉の経営にも関わっていたとさ

れている。 

①律令制度が整備された８世紀には、土地と財政・税制が深い関係をもつようになる

なかで、平城京内の東西の市は、調・庸など貢進物が交易の対象とされた。 

②鎌倉幕府のもとでの主従関係は、土地の給与を通じて結ばれる、ヨーロッパにおけ

る封建制度の主従関係と類似しているため、鎌倉幕府は封建制度にもとづいて成立し

た最初の政権とされている。鎌倉幕府は関東御領などからの収入によって経済的に支

えられていたが、御家人の生活も保有する所領に左右された。そのため、モンゴル襲来

を経て所領を手放さざるを得なくなる事態が生じると、  ウ  年間の 1297 年、御家

人を救済するため、幕府によって徳政令が出された。 
商業などの発展が顕著であった③京都を拠点とする室町幕府は、御料所からの収入だ

けでなく、金融業者に課した土倉役・酒屋役、交通の要所で徴収した関銭・  エ  な

ども経済的基盤とした。戦国大名は、指出検地を行い、家臣が所領から得ている収入を

銭に換算した貫高で統一的に把握した。また、楽市・楽座により自由な商取引を促そう

とする大名も現れた。1577年、織田信長が  オ  で出した楽市令は、特によく知ら

れている。 
豊臣政権下で行われた太閤検地によって確立した石高制は、幕藩体制を支える制度

の一つとなった。江戸幕府のもとでは、百姓から徴収する年貢が収入の多くを占めて

いたが、18世紀後半には、商工業を活発化させて利益を得ようとする動きもみられた。

具体的には、株仲間を広く認めて  カ  などを徴収しようとした政策などがあげら

れる。 
明治政府のもとでは、近代的土地制度・税制度の改革である④地租改正が実施された。

当初の明治政府の⑤歳入は、その多くの割合を地租が占めていたが、明治十四年の政変

で、  キ  らが追放されたあとに推進された松方財政では、酒造税などの増税が実

施された。 
 

問１ 空白部  ア  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 13。（２点） 

ａ 『宋書』倭国伝    ｂ 『漢書』地理志 

ｃ 『後漢書』東夷伝   ｄ ｢魏志｣倭人伝 

 

問２ 空白部  イ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 14。（２点） 

ａ 蘇我氏   ｂ 大伴氏   ｃ 物部氏   ｄ 中臣氏  

―日 6―

③ 

4 
 

問５ 下線部①に関連して、江戸時代における、九州地方に関わる出来事に関して述

べた次の文Ⅰ～Ⅲについて、古いものから年代順に正しく配列したものを、下の

ａ～ｆの中から選びなさい。解答番号は 11。(３点)  

 

Ⅰ 長崎の町に雑居していた清国人の居住地を限定するため、唐人屋敷が設け

られた。 

Ⅱ 領民に対する苛酷な支配、キリシタンに対する弾圧が行われるなかで、島

原の乱が起こった。 

Ⅲ オランダ商館の医師シーボルトによって、長崎郊外に診療所と鳴滝塾が開

かれた。 
 

ａ Ⅰ－Ⅱ－Ⅲ   ｂ Ⅰ－Ⅲ－Ⅱ   ｃ Ⅱ－Ⅰ－Ⅲ 

ｄ Ⅱ－Ⅲ－Ⅰ   ｅ Ⅲ－Ⅰ－Ⅱ   ｆ Ⅲ－Ⅱ－Ⅰ 

 

問６ 下線部②に関連して、徳川家康、徳川家光の時代の出来事に関して述べた次の

文Ｘ・Ｙと、文中の「この地」を示した下の地図中の場所Ⅰ～Ⅳの組合せとして正

しいものを、下のａ～ｄの中から選びなさい。解答番号は 12。（３点） 

 

Ｘ この地で展開された 1600 年の戦いに、東軍を率いて勝利した徳川家康は、

1603年に征夷大将軍に任じられた。 

Ｙ 徳川家光が将軍に就任した 1623 年に、この地にあったイギリス商館が閉鎖

された。 

 

 
 

ａ Ｘ－Ⅰ Ｙ－Ⅲ   ｂ Ｘ－Ⅰ Ｙ－Ⅳ 

ｃ Ｘ－Ⅱ Ｙ－Ⅲ   ｄ Ｘ－Ⅱ Ｙ－Ⅳ  

  

③ 

5 
 

［３］ 次の文章を読み、後の問いに答えなさい。（32点） 

 

水稲耕作が本格化した弥生時代には、邪馬台国について記述されている  ア  か

ら、市が開かれていたことが知られる。ヤマト政権のもと、王権の財物をおさめた三蔵

を管理した  イ  は、ヤマト政権の直轄領である屯倉の経営にも関わっていたとさ

れている。 

①律令制度が整備された８世紀には、土地と財政・税制が深い関係をもつようになる

なかで、平城京内の東西の市は、調・庸など貢進物が交易の対象とされた。 

②鎌倉幕府のもとでの主従関係は、土地の給与を通じて結ばれる、ヨーロッパにおけ

る封建制度の主従関係と類似しているため、鎌倉幕府は封建制度にもとづいて成立し

た最初の政権とされている。鎌倉幕府は関東御領などからの収入によって経済的に支

えられていたが、御家人の生活も保有する所領に左右された。そのため、モンゴル襲来

を経て所領を手放さざるを得なくなる事態が生じると、  ウ  年間の 1297 年、御家

人を救済するため、幕府によって徳政令が出された。 
商業などの発展が顕著であった③京都を拠点とする室町幕府は、御料所からの収入だ

けでなく、金融業者に課した土倉役・酒屋役、交通の要所で徴収した関銭・  エ  な

ども経済的基盤とした。戦国大名は、指出検地を行い、家臣が所領から得ている収入を

銭に換算した貫高で統一的に把握した。また、楽市・楽座により自由な商取引を促そう

とする大名も現れた。1577年、織田信長が  オ  で出した楽市令は、特によく知ら

れている。 
豊臣政権下で行われた太閤検地によって確立した石高制は、幕藩体制を支える制度

の一つとなった。江戸幕府のもとでは、百姓から徴収する年貢が収入の多くを占めて

いたが、18世紀後半には、商工業を活発化させて利益を得ようとする動きもみられた。

具体的には、株仲間を広く認めて  カ  などを徴収しようとした政策などがあげら

れる。 
明治政府のもとでは、近代的土地制度・税制度の改革である④地租改正が実施された。

当初の明治政府の⑤歳入は、その多くの割合を地租が占めていたが、明治十四年の政変

で、  キ  らが追放されたあとに推進された松方財政では、酒造税などの増税が実

施された。 
 

問１ 空白部  ア  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 13。（２点） 

ａ 『宋書』倭国伝    ｂ 『漢書』地理志 

ｃ 『後漢書』東夷伝   ｄ ｢魏志｣倭人伝 

 

問２ 空白部  イ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 14。（２点） 

ａ 蘇我氏   ｂ 大伴氏   ｃ 物部氏   ｄ 中臣氏  

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

―日 5―



③ 

4 
 

問５ 下線部①に関連して、江戸時代における、九州地方に関わる出来事に関して述

べた次の文Ⅰ～Ⅲについて、古いものから年代順に正しく配列したものを、下の

ａ～ｆの中から選びなさい。解答番号は 11。(３点)  

 

Ⅰ 長崎の町に雑居していた清国人の居住地を限定するため、唐人屋敷が設け

られた。 

Ⅱ 領民に対する苛酷な支配、キリシタンに対する弾圧が行われるなかで、島

原の乱が起こった。 

Ⅲ オランダ商館の医師シーボルトによって、長崎郊外に診療所と鳴滝塾が開

かれた。 
 

ａ Ⅰ－Ⅱ－Ⅲ   ｂ Ⅰ－Ⅲ－Ⅱ   ｃ Ⅱ－Ⅰ－Ⅲ 

ｄ Ⅱ－Ⅲ－Ⅰ   ｅ Ⅲ－Ⅰ－Ⅱ   ｆ Ⅲ－Ⅱ－Ⅰ 

 

問６ 下線部②に関連して、徳川家康、徳川家光の時代の出来事に関して述べた次の

文Ｘ・Ｙと、文中の「この地」を示した下の地図中の場所Ⅰ～Ⅳの組合せとして正

しいものを、下のａ～ｄの中から選びなさい。解答番号は 12。（３点） 

 

Ｘ この地で展開された 1600 年の戦いに、東軍を率いて勝利した徳川家康は、

1603年に征夷大将軍に任じられた。 

Ｙ 徳川家光が将軍に就任した 1623 年に、この地にあったイギリス商館が閉鎖

された。 

 

 
 

ａ Ｘ－Ⅰ Ｙ－Ⅲ   ｂ Ｘ－Ⅰ Ｙ－Ⅳ 

ｃ Ｘ－Ⅱ Ｙ－Ⅲ   ｄ Ｘ－Ⅱ Ｙ－Ⅳ  

  

③ 

5 
 

［３］ 次の文章を読み、後の問いに答えなさい。（32点） 

 

水稲耕作が本格化した弥生時代には、邪馬台国について記述されている  ア  か

ら、市が開かれていたことが知られる。ヤマト政権のもと、王権の財物をおさめた三蔵

を管理した  イ  は、ヤマト政権の直轄領である屯倉の経営にも関わっていたとさ

れている。 

①律令制度が整備された８世紀には、土地と財政・税制が深い関係をもつようになる

なかで、平城京内の東西の市は、調・庸など貢進物が交易の対象とされた。 

②鎌倉幕府のもとでの主従関係は、土地の給与を通じて結ばれる、ヨーロッパにおけ

る封建制度の主従関係と類似しているため、鎌倉幕府は封建制度にもとづいて成立し

た最初の政権とされている。鎌倉幕府は関東御領などからの収入によって経済的に支

えられていたが、御家人の生活も保有する所領に左右された。そのため、モンゴル襲来

を経て所領を手放さざるを得なくなる事態が生じると、  ウ  年間の 1297 年、御家

人を救済するため、幕府によって徳政令が出された。 
商業などの発展が顕著であった③京都を拠点とする室町幕府は、御料所からの収入だ

けでなく、金融業者に課した土倉役・酒屋役、交通の要所で徴収した関銭・  エ  な

ども経済的基盤とした。戦国大名は、指出検地を行い、家臣が所領から得ている収入を

銭に換算した貫高で統一的に把握した。また、楽市・楽座により自由な商取引を促そう

とする大名も現れた。1577年、織田信長が  オ  で出した楽市令は、特によく知ら

れている。 
豊臣政権下で行われた太閤検地によって確立した石高制は、幕藩体制を支える制度

の一つとなった。江戸幕府のもとでは、百姓から徴収する年貢が収入の多くを占めて

いたが、18世紀後半には、商工業を活発化させて利益を得ようとする動きもみられた。

具体的には、株仲間を広く認めて  カ  などを徴収しようとした政策などがあげら

れる。 
明治政府のもとでは、近代的土地制度・税制度の改革である④地租改正が実施された。

当初の明治政府の⑤歳入は、その多くの割合を地租が占めていたが、明治十四年の政変

で、  キ  らが追放されたあとに推進された松方財政では、酒造税などの増税が実

施された。 
 

問１ 空白部  ア  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 13。（２点） 

ａ 『宋書』倭国伝    ｂ 『漢書』地理志 

ｃ 『後漢書』東夷伝   ｄ ｢魏志｣倭人伝 

 

問２ 空白部  イ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 14。（２点） 

ａ 蘇我氏   ｂ 大伴氏   ｃ 物部氏   ｄ 中臣氏  

―日 6―

③ 

4 
 

問５ 下線部①に関連して、江戸時代における、九州地方に関わる出来事に関して述

べた次の文Ⅰ～Ⅲについて、古いものから年代順に正しく配列したものを、下の

ａ～ｆの中から選びなさい。解答番号は 11。(３点)  

 

Ⅰ 長崎の町に雑居していた清国人の居住地を限定するため、唐人屋敷が設け

られた。 

Ⅱ 領民に対する苛酷な支配、キリシタンに対する弾圧が行われるなかで、島

原の乱が起こった。 

Ⅲ オランダ商館の医師シーボルトによって、長崎郊外に診療所と鳴滝塾が開

かれた。 
 

ａ Ⅰ－Ⅱ－Ⅲ   ｂ Ⅰ－Ⅲ－Ⅱ   ｃ Ⅱ－Ⅰ－Ⅲ 

ｄ Ⅱ－Ⅲ－Ⅰ   ｅ Ⅲ－Ⅰ－Ⅱ   ｆ Ⅲ－Ⅱ－Ⅰ 

 

問６ 下線部②に関連して、徳川家康、徳川家光の時代の出来事に関して述べた次の

文Ｘ・Ｙと、文中の「この地」を示した下の地図中の場所Ⅰ～Ⅳの組合せとして正

しいものを、下のａ～ｄの中から選びなさい。解答番号は 12。（３点） 

 

Ｘ この地で展開された 1600 年の戦いに、東軍を率いて勝利した徳川家康は、

1603年に征夷大将軍に任じられた。 

Ｙ 徳川家光が将軍に就任した 1623 年に、この地にあったイギリス商館が閉鎖

された。 

 

 
 

ａ Ｘ－Ⅰ Ｙ－Ⅲ   ｂ Ｘ－Ⅰ Ｙ－Ⅳ 

ｃ Ｘ－Ⅱ Ｙ－Ⅲ   ｄ Ｘ－Ⅱ Ｙ－Ⅳ  

  

③ 

5 
 

［３］ 次の文章を読み、後の問いに答えなさい。（32点） 

 

水稲耕作が本格化した弥生時代には、邪馬台国について記述されている  ア  か

ら、市が開かれていたことが知られる。ヤマト政権のもと、王権の財物をおさめた三蔵

を管理した  イ  は、ヤマト政権の直轄領である屯倉の経営にも関わっていたとさ

れている。 

①律令制度が整備された８世紀には、土地と財政・税制が深い関係をもつようになる

なかで、平城京内の東西の市は、調・庸など貢進物が交易の対象とされた。 

②鎌倉幕府のもとでの主従関係は、土地の給与を通じて結ばれる、ヨーロッパにおけ

る封建制度の主従関係と類似しているため、鎌倉幕府は封建制度にもとづいて成立し

た最初の政権とされている。鎌倉幕府は関東御領などからの収入によって経済的に支

えられていたが、御家人の生活も保有する所領に左右された。そのため、モンゴル襲来

を経て所領を手放さざるを得なくなる事態が生じると、  ウ  年間の 1297 年、御家

人を救済するため、幕府によって徳政令が出された。 
商業などの発展が顕著であった③京都を拠点とする室町幕府は、御料所からの収入だ

けでなく、金融業者に課した土倉役・酒屋役、交通の要所で徴収した関銭・  エ  な

ども経済的基盤とした。戦国大名は、指出検地を行い、家臣が所領から得ている収入を

銭に換算した貫高で統一的に把握した。また、楽市・楽座により自由な商取引を促そう

とする大名も現れた。1577年、織田信長が  オ  で出した楽市令は、特によく知ら

れている。 
豊臣政権下で行われた太閤検地によって確立した石高制は、幕藩体制を支える制度

の一つとなった。江戸幕府のもとでは、百姓から徴収する年貢が収入の多くを占めて

いたが、18世紀後半には、商工業を活発化させて利益を得ようとする動きもみられた。

具体的には、株仲間を広く認めて  カ  などを徴収しようとした政策などがあげら

れる。 
明治政府のもとでは、近代的土地制度・税制度の改革である④地租改正が実施された。

当初の明治政府の⑤歳入は、その多くの割合を地租が占めていたが、明治十四年の政変

で、  キ  らが追放されたあとに推進された松方財政では、酒造税などの増税が実

施された。 
 

問１ 空白部  ア  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 13。（２点） 

ａ 『宋書』倭国伝    ｂ 『漢書』地理志 

ｃ 『後漢書』東夷伝   ｄ ｢魏志｣倭人伝 

 

問２ 空白部  イ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 14。（２点） 

ａ 蘇我氏   ｂ 大伴氏   ｃ 物部氏   ｄ 中臣氏  

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

―日 5―



③ 

6 
 

問３ 空白部  ウ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 15。（２点） 

ａ 貞永   ｂ 永仁   ｃ 文永   ｄ 弘安 

 

問４ 空白部  エ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 16。（２点） 

ａ 伝馬役   ｂ 助郷役   ｃ 津料   ｄ 本途物成 

 

問５ 空白部  オ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 17。（３点） 

ａ 安土   ｂ 坂本   ｃ 吉崎   ｄ 敦賀 

 

問６ 空白部  カ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 18。（３点） 

ａ 臨時雑役   ｂ 冥加   ｃ 分一銭   ｄ 抽分銭 

 

問７ 空白部  キ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 19。（３点） 

ａ 江藤新平   ｂ 板垣退助   ｃ 副島種臣   ｄ 大隈重信 

 

問８ 下線部①について述べた文として誤っているものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 20。（３点） 

ａ 大宝律令が施行されたあと、８世紀半ばに養老律令が施行された。 

ｂ 戸籍にもとづいて、６歳以上の男女には口分田が班給された。 

ｃ 調・庸は運脚によって都に運ばれ、中央政府の財源となった。 

ｄ 平城京の左京には西市、右京には東市が設けられた。 

 

問９ 下線部②に関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて、その正誤の組合せとして正し

いものを、下のａ～ｄの中から選びなさい。解答番号は 21。（３点） 

 

Ｘ 将軍は御家人に対し、地頭に任命することなどによって御家人の先祖伝来

の所領の支配を保障する、新恩給与などを行った。 
Ｙ 所領の保障といった御恩に対し、御家人は、平時には京都大番役や鎌倉番

役、戦時には軍役などを担った。 
 

ａ Ｘ－正  Ｙ－正   ｂ Ｘ－正  Ｙ－誤 

ｃ Ｘ－誤  Ｙ－正   ｄ Ｘ－誤  Ｙ－誤 

③ 

7 
 

問 10 下線部③に関連して、中世の京都に関して述べた次の文Ⅰ～Ⅲについて、古い

ものから年代順に正しく配列したものを、下のａ～ｆの中から選びなさい。解答

番号は 22。（３点） 

 

Ⅰ 中止されていた祇園祭が、町を母体とした町衆の祭りとして再興された。 

Ⅱ 京都で戦乱が発生し、敗れた崇徳上皇が讃岐に配流された。 

Ⅲ 朝廷の監視などを担う役職として、六波羅探題が設置された。 
 

ａ Ⅰ－Ⅱ－Ⅲ   ｂ Ⅰ－Ⅲ－Ⅱ   ｃ Ⅱ－Ⅰ－Ⅲ 

ｄ Ⅱ－Ⅲ－Ⅰ   ｅ Ⅲ－Ⅰ－Ⅱ   ｆ Ⅲ－Ⅱ－Ⅰ 

 

問 11 下線部④に関連して、1873年から進められた地租改正に関して述べた次の文Ⅰ

～Ⅳについて、正しいものの組合せを、下のａ～ｄの中から選びなさい。解答番号

は 23。（３点） 

 

Ⅰ 地租改正の一環として、課税の基準は、収穫高から地価に変更され、税収が

安定した。 

Ⅱ 地租改正条例の公布後、地租改正の一環として田畑永代売買の禁止令が解

かれた。 

Ⅲ 地租改正により、それまでの物納が金納に改められ、税率は地価の３％と

された。 
Ⅳ 農民の負担を軽減する方針で進められたため、地租改正の実施により、政

府は従来の年貢による収入を確保できなくなった。 

 

ａ Ⅰ・Ⅲ   ｂ Ⅰ・Ⅳ   ｃ Ⅱ・Ⅲ   ｄ Ⅱ・Ⅳ 

 

問 12 下線部⑤に関連して、国家歳入の割合に変化をもたらしたと考えられる、日米

通商航海条約の締結による関税自主権の完全回復が実現したときの外相の名とし

て最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選びなさい。解答番号は 24。（３点） 

ａ 寺島宗則   ｂ 井上馨   ｃ 陸奥宗光   ｄ 小村寿太郎 

 

 

  

―日 8―

③ 
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問３ 空白部  ウ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 15。（２点） 

ａ 貞永   ｂ 永仁   ｃ 文永   ｄ 弘安 

 

問４ 空白部  エ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 16。（２点） 

ａ 伝馬役   ｂ 助郷役   ｃ 津料   ｄ 本途物成 

 

問５ 空白部  オ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 17。（３点） 

ａ 安土   ｂ 坂本   ｃ 吉崎   ｄ 敦賀 

 

問６ 空白部  カ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 18。（３点） 

ａ 臨時雑役   ｂ 冥加   ｃ 分一銭   ｄ 抽分銭 

 

問７ 空白部  キ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 19。（３点） 

ａ 江藤新平   ｂ 板垣退助   ｃ 副島種臣   ｄ 大隈重信 

 

問８ 下線部①について述べた文として誤っているものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 20。（３点） 

ａ 大宝律令が施行されたあと、８世紀半ばに養老律令が施行された。 

ｂ 戸籍にもとづいて、６歳以上の男女には口分田が班給された。 

ｃ 調・庸は運脚によって都に運ばれ、中央政府の財源となった。 

ｄ 平城京の左京には西市、右京には東市が設けられた。 

 

問９ 下線部②に関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて、その正誤の組合せとして正し

いものを、下のａ～ｄの中から選びなさい。解答番号は 21。（３点） 

 

Ｘ 将軍は御家人に対し、地頭に任命することなどによって御家人の先祖伝来

の所領の支配を保障する、新恩給与などを行った。 
Ｙ 所領の保障といった御恩に対し、御家人は、平時には京都大番役や鎌倉番

役、戦時には軍役などを担った。 
 

ａ Ｘ－正  Ｙ－正   ｂ Ｘ－正  Ｙ－誤 

ｃ Ｘ－誤  Ｙ－正   ｄ Ｘ－誤  Ｙ－誤 

③ 
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問 10 下線部③に関連して、中世の京都に関して述べた次の文Ⅰ～Ⅲについて、古い

ものから年代順に正しく配列したものを、下のａ～ｆの中から選びなさい。解答

番号は 22。（３点） 

 

Ⅰ 中止されていた祇園祭が、町を母体とした町衆の祭りとして再興された。 

Ⅱ 京都で戦乱が発生し、敗れた崇徳上皇が讃岐に配流された。 

Ⅲ 朝廷の監視などを担う役職として、六波羅探題が設置された。 
 

ａ Ⅰ－Ⅱ－Ⅲ   ｂ Ⅰ－Ⅲ－Ⅱ   ｃ Ⅱ－Ⅰ－Ⅲ 

ｄ Ⅱ－Ⅲ－Ⅰ   ｅ Ⅲ－Ⅰ－Ⅱ   ｆ Ⅲ－Ⅱ－Ⅰ 

 

問 11 下線部④に関連して、1873年から進められた地租改正に関して述べた次の文Ⅰ

～Ⅳについて、正しいものの組合せを、下のａ～ｄの中から選びなさい。解答番号

は 23。（３点） 

 

Ⅰ 地租改正の一環として、課税の基準は、収穫高から地価に変更され、税収が

安定した。 

Ⅱ 地租改正条例の公布後、地租改正の一環として田畑永代売買の禁止令が解

かれた。 

Ⅲ 地租改正により、それまでの物納が金納に改められ、税率は地価の３％と

された。 
Ⅳ 農民の負担を軽減する方針で進められたため、地租改正の実施により、政

府は従来の年貢による収入を確保できなくなった。 

 

ａ Ⅰ・Ⅲ   ｂ Ⅰ・Ⅳ   ｃ Ⅱ・Ⅲ   ｄ Ⅱ・Ⅳ 

 

問 12 下線部⑤に関連して、国家歳入の割合に変化をもたらしたと考えられる、日米

通商航海条約の締結による関税自主権の完全回復が実現したときの外相の名とし

て最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選びなさい。解答番号は 24。（３点） 

ａ 寺島宗則   ｂ 井上馨   ｃ 陸奥宗光   ｄ 小村寿太郎 

 

 

  

―日 7―



③ 

6 
 

問３ 空白部  ウ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 15。（２点） 

ａ 貞永   ｂ 永仁   ｃ 文永   ｄ 弘安 

 

問４ 空白部  エ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 16。（２点） 

ａ 伝馬役   ｂ 助郷役   ｃ 津料   ｄ 本途物成 

 

問５ 空白部  オ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 17。（３点） 

ａ 安土   ｂ 坂本   ｃ 吉崎   ｄ 敦賀 

 

問６ 空白部  カ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 18。（３点） 

ａ 臨時雑役   ｂ 冥加   ｃ 分一銭   ｄ 抽分銭 

 

問７ 空白部  キ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 19。（３点） 

ａ 江藤新平   ｂ 板垣退助   ｃ 副島種臣   ｄ 大隈重信 

 

問８ 下線部①について述べた文として誤っているものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 20。（３点） 

ａ 大宝律令が施行されたあと、８世紀半ばに養老律令が施行された。 

ｂ 戸籍にもとづいて、６歳以上の男女には口分田が班給された。 

ｃ 調・庸は運脚によって都に運ばれ、中央政府の財源となった。 

ｄ 平城京の左京には西市、右京には東市が設けられた。 

 

問９ 下線部②に関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて、その正誤の組合せとして正し

いものを、下のａ～ｄの中から選びなさい。解答番号は 21。（３点） 

 

Ｘ 将軍は御家人に対し、地頭に任命することなどによって御家人の先祖伝来

の所領の支配を保障する、新恩給与などを行った。 
Ｙ 所領の保障といった御恩に対し、御家人は、平時には京都大番役や鎌倉番

役、戦時には軍役などを担った。 
 

ａ Ｘ－正  Ｙ－正   ｂ Ｘ－正  Ｙ－誤 

ｃ Ｘ－誤  Ｙ－正   ｄ Ｘ－誤  Ｙ－誤 

③ 
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問 10 下線部③に関連して、中世の京都に関して述べた次の文Ⅰ～Ⅲについて、古い

ものから年代順に正しく配列したものを、下のａ～ｆの中から選びなさい。解答

番号は 22。（３点） 

 

Ⅰ 中止されていた祇園祭が、町を母体とした町衆の祭りとして再興された。 

Ⅱ 京都で戦乱が発生し、敗れた崇徳上皇が讃岐に配流された。 

Ⅲ 朝廷の監視などを担う役職として、六波羅探題が設置された。 
 

ａ Ⅰ－Ⅱ－Ⅲ   ｂ Ⅰ－Ⅲ－Ⅱ   ｃ Ⅱ－Ⅰ－Ⅲ 

ｄ Ⅱ－Ⅲ－Ⅰ   ｅ Ⅲ－Ⅰ－Ⅱ   ｆ Ⅲ－Ⅱ－Ⅰ 

 

問 11 下線部④に関連して、1873年から進められた地租改正に関して述べた次の文Ⅰ

～Ⅳについて、正しいものの組合せを、下のａ～ｄの中から選びなさい。解答番号

は 23。（３点） 

 

Ⅰ 地租改正の一環として、課税の基準は、収穫高から地価に変更され、税収が

安定した。 

Ⅱ 地租改正条例の公布後、地租改正の一環として田畑永代売買の禁止令が解

かれた。 

Ⅲ 地租改正により、それまでの物納が金納に改められ、税率は地価の３％と

された。 
Ⅳ 農民の負担を軽減する方針で進められたため、地租改正の実施により、政

府は従来の年貢による収入を確保できなくなった。 

 

ａ Ⅰ・Ⅲ   ｂ Ⅰ・Ⅳ   ｃ Ⅱ・Ⅲ   ｄ Ⅱ・Ⅳ 

 

問 12 下線部⑤に関連して、国家歳入の割合に変化をもたらしたと考えられる、日米

通商航海条約の締結による関税自主権の完全回復が実現したときの外相の名とし

て最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選びなさい。解答番号は 24。（３点） 

ａ 寺島宗則   ｂ 井上馨   ｃ 陸奥宗光   ｄ 小村寿太郎 

 

 

  

―日 8―
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問３ 空白部  ウ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 15。（２点） 

ａ 貞永   ｂ 永仁   ｃ 文永   ｄ 弘安 

 

問４ 空白部  エ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 16。（２点） 

ａ 伝馬役   ｂ 助郷役   ｃ 津料   ｄ 本途物成 

 

問５ 空白部  オ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 17。（３点） 

ａ 安土   ｂ 坂本   ｃ 吉崎   ｄ 敦賀 

 

問６ 空白部  カ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 18。（３点） 

ａ 臨時雑役   ｂ 冥加   ｃ 分一銭   ｄ 抽分銭 

 

問７ 空白部  キ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 19。（３点） 

ａ 江藤新平   ｂ 板垣退助   ｃ 副島種臣   ｄ 大隈重信 

 

問８ 下線部①について述べた文として誤っているものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 20。（３点） 

ａ 大宝律令が施行されたあと、８世紀半ばに養老律令が施行された。 

ｂ 戸籍にもとづいて、６歳以上の男女には口分田が班給された。 

ｃ 調・庸は運脚によって都に運ばれ、中央政府の財源となった。 

ｄ 平城京の左京には西市、右京には東市が設けられた。 

 

問９ 下線部②に関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて、その正誤の組合せとして正し

いものを、下のａ～ｄの中から選びなさい。解答番号は 21。（３点） 

 

Ｘ 将軍は御家人に対し、地頭に任命することなどによって御家人の先祖伝来

の所領の支配を保障する、新恩給与などを行った。 
Ｙ 所領の保障といった御恩に対し、御家人は、平時には京都大番役や鎌倉番

役、戦時には軍役などを担った。 
 

ａ Ｘ－正  Ｙ－正   ｂ Ｘ－正  Ｙ－誤 

ｃ Ｘ－誤  Ｙ－正   ｄ Ｘ－誤  Ｙ－誤 

③ 
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問 10 下線部③に関連して、中世の京都に関して述べた次の文Ⅰ～Ⅲについて、古い

ものから年代順に正しく配列したものを、下のａ～ｆの中から選びなさい。解答

番号は 22。（３点） 

 

Ⅰ 中止されていた祇園祭が、町を母体とした町衆の祭りとして再興された。 

Ⅱ 京都で戦乱が発生し、敗れた崇徳上皇が讃岐に配流された。 

Ⅲ 朝廷の監視などを担う役職として、六波羅探題が設置された。 
 

ａ Ⅰ－Ⅱ－Ⅲ   ｂ Ⅰ－Ⅲ－Ⅱ   ｃ Ⅱ－Ⅰ－Ⅲ 

ｄ Ⅱ－Ⅲ－Ⅰ   ｅ Ⅲ－Ⅰ－Ⅱ   ｆ Ⅲ－Ⅱ－Ⅰ 

 

問 11 下線部④に関連して、1873年から進められた地租改正に関して述べた次の文Ⅰ

～Ⅳについて、正しいものの組合せを、下のａ～ｄの中から選びなさい。解答番号

は 23。（３点） 

 

Ⅰ 地租改正の一環として、課税の基準は、収穫高から地価に変更され、税収が

安定した。 

Ⅱ 地租改正条例の公布後、地租改正の一環として田畑永代売買の禁止令が解

かれた。 

Ⅲ 地租改正により、それまでの物納が金納に改められ、税率は地価の３％と

された。 
Ⅳ 農民の負担を軽減する方針で進められたため、地租改正の実施により、政

府は従来の年貢による収入を確保できなくなった。 

 

ａ Ⅰ・Ⅲ   ｂ Ⅰ・Ⅳ   ｃ Ⅱ・Ⅲ   ｄ Ⅱ・Ⅳ 

 

問 12 下線部⑤に関連して、国家歳入の割合に変化をもたらしたと考えられる、日米

通商航海条約の締結による関税自主権の完全回復が実現したときの外相の名とし

て最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選びなさい。解答番号は 24。（３点） 

ａ 寺島宗則   ｂ 井上馨   ｃ 陸奥宗光   ｄ 小村寿太郎 

 

 

  

―日 7―
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［４］ 次の各問いに答えなさい。（36点） 

 

問１ 縄文・弥生時代の社会に関して述べた文として誤っているものを、次のａ～ｄ

の中から選びなさい。解答番号は 25。（３点） 

ａ 縄文時代には、地面を掘り下げ柱を立てて屋根を葺
ふ

いた竪穴住居に住んだ。 

ｂ 縄文時代には、食料の獲得方法が多様化し、定住的な生活が始まった。 

ｃ 弥生時代には、鉇・刀子といった鉄製工具が使用された。 

ｄ 弥生時代には、屈葬によって死者を埋葬することが多くなった。 

 

問２ 古墳とヤマト政権に関して述べた文として正しいものを、次のａ～ｄの中から

選びなさい。解答番号は 26。（３点） 

ａ 出現期における最大規模の古墳として、埼玉県の稲荷山古墳があげられる。 

ｂ 中期の古墳は、鏡や玉など呪術的な副葬品が多いことが特徴とされている。 

ｃ ヤマト政権のもとでは、地方豪族は伴造とよばれる地方官に任じられた。 

ｄ ヤマト政権のもとでは、氏姓制度とよばれる支配のしくみが整備された。 

 

問３ 平安時代の貴族政治に関して述べた文として正しいものを、次のａ～ｄの中か

ら選びなさい。解答番号は 27。（３点） 

ａ 平城天皇の信任を得た藤原冬嗣は、蔵人頭に就任した。 

ｂ 承和の変により、藤原氏の中で北家の優位が確立した。 

ｃ 応天門の変により、藤原道長は伴・紀両氏を没落させた。 

ｄ 藤原基経の死後、嵯峨天皇は摂政・関白を置かなかった。 

 

問４ 院政期に関して述べた文として誤っているものを、次のａ～ｄの中から選びな

さい。解答番号は 28。（３点） 

ａ 院庁下文や院宣が、国政一般に効力をもつようになった。 

ｂ 白河上皇によって、西面の武士が設けられた。 

ｃ 法勝寺をはじめ、六勝寺と総称される寺院が造営された。 

ｄ 知行国や院分国の制度が広まり、私領化した公領は院政を経済的に支えた。 

 

問５ 鎌倉時代の仏教について述べた文として正しいものを、次のａ～ｄの中から選

びなさい。解答番号は 29。（３点） 

ａ 法相宗の明恵や華厳宗の貞慶は、戒律を重視した。 
ｂ 日蓮が、題目を唱えることで救われると説いた。 

ｃ 法然が『興禅護国論』を著し、坐禅に徹せよと説いた。 

ｄ 一遍が『教行信証』を著し、念仏の教えを広めた。 

  

③ 
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問６ 織豊政権期の戦乱と全国統一に関わる出来事について述べた文として誤ってい

るものを、次のａ～ｄの中から選びなさい。解答番号は 30。（３点） 

ａ 織田信長は、関白に就任して全国統一を進めた。 

ｂ 織田信長は、長篠の戦いで武田勝頼の軍を破った。 

ｃ 豊臣（羽柴）秀吉は、長宗我部元親を降伏させ、四国を平定した。 

ｄ 豊臣秀吉は北条氏を攻め滅ぼし、その後、東北地方の大名を服属させた。 

 

問７ 近世の浮世絵について述べた文として正しいものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 31。（３点） 

ａ 鈴木春信は、元禄文化期に役者絵や相撲絵を描いた。 

ｂ 喜多川歌麿は、『見返り美人図』などを描いた。 

ｃ 歌川広重は、『東海道五十三次』などの風景画を残した。 

ｄ 菱川師宣は、化政文化期に多色刷浮世絵版画の錦絵を完成させた。 

 

問８ 幕末の政治について述べた文として正しいものを、次のａ～ｄの中から選びな

さい。解答番号は 32。（３点） 

ａ 阿部正弘のもとで、文久の改革が推進された。 

ｂ 安政の改革で、松平慶永が政事総裁職に任じられた。 

ｃ 八月十八日の政変で、長州藩勢力などが京都から追放された。 

ｄ 老中首座の堀田正睦によって、安政の大獄とよばれる弾圧が断行された。 

 

問９ 肖像が紙幣とされたことのある人物について述べた文として誤っているものを、

次のａ～ｄの中から選びなさい。解答番号は 33。（３点） 

ａ 渋沢栄一は、明治期に大阪紡績会社を設立した。 

ｂ 野口英世は、黄熱病の研究に貢献した。 

ｃ 樋口一葉は、大正期に新婦人協会を設立した。 

ｄ 夏目漱石は、『こころ』などの小説を残した。 

 

問 10 関東大震災と同じ年に起こった出来事について述べた文として正しいものを、

次のａ～ｄの中から選びなさい。解答番号は 34。（３点） 

ａ 摂政の裕仁親王を狙撃した虎の門事件が起こった。 

ｂ 憲兵により、大杉栄と平塚らいてうが殺される事件が起こった。 

ｃ 駅構内で無人電車が暴走する三鷹事件が起こった。 

ｄ 流言により、多くの西洋人が殺害される事件が起こった。 

 

問 11 第二次世界大戦後の戦争と日本との関係に関して述べた文として誤っているも

のを、次のａ～ｄの中から選びなさい。解答番号は 35。（３点） 

ａ 朝鮮戦争が勃発すると、日本に特需景気がもたらされた。 

ｂ ベトナム戦争の勃発を背景に、自衛隊が発足した。 
ｃ 第４次中東戦争の影響によって、日本経済は第１次石油危機に直面した。 

ｄ 湾岸戦争の勃発を機に、国際貢献のあり方が議論されるようになった。 

―日 10―
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［４］ 次の各問いに答えなさい。（36点） 

 

問１ 縄文・弥生時代の社会に関して述べた文として誤っているものを、次のａ～ｄ

の中から選びなさい。解答番号は 25。（３点） 

ａ 縄文時代には、地面を掘り下げ柱を立てて屋根を葺
ふ

いた竪穴住居に住んだ。 

ｂ 縄文時代には、食料の獲得方法が多様化し、定住的な生活が始まった。 

ｃ 弥生時代には、鉇・刀子といった鉄製工具が使用された。 

ｄ 弥生時代には、屈葬によって死者を埋葬することが多くなった。 

 

問２ 古墳とヤマト政権に関して述べた文として正しいものを、次のａ～ｄの中から

選びなさい。解答番号は 26。（３点） 

ａ 出現期における最大規模の古墳として、埼玉県の稲荷山古墳があげられる。 

ｂ 中期の古墳は、鏡や玉など呪術的な副葬品が多いことが特徴とされている。 

ｃ ヤマト政権のもとでは、地方豪族は伴造とよばれる地方官に任じられた。 

ｄ ヤマト政権のもとでは、氏姓制度とよばれる支配のしくみが整備された。 

 

問３ 平安時代の貴族政治に関して述べた文として正しいものを、次のａ～ｄの中か

ら選びなさい。解答番号は 27。（３点） 

ａ 平城天皇の信任を得た藤原冬嗣は、蔵人頭に就任した。 

ｂ 承和の変により、藤原氏の中で北家の優位が確立した。 

ｃ 応天門の変により、藤原道長は伴・紀両氏を没落させた。 

ｄ 藤原基経の死後、嵯峨天皇は摂政・関白を置かなかった。 

 

問４ 院政期に関して述べた文として誤っているものを、次のａ～ｄの中から選びな

さい。解答番号は 28。（３点） 

ａ 院庁下文や院宣が、国政一般に効力をもつようになった。 

ｂ 白河上皇によって、西面の武士が設けられた。 

ｃ 法勝寺をはじめ、六勝寺と総称される寺院が造営された。 

ｄ 知行国や院分国の制度が広まり、私領化した公領は院政を経済的に支えた。 

 

問５ 鎌倉時代の仏教について述べた文として正しいものを、次のａ～ｄの中から選

びなさい。解答番号は 29。（３点） 

ａ 法相宗の明恵や華厳宗の貞慶は、戒律を重視した。 
ｂ 日蓮が、題目を唱えることで救われると説いた。 

ｃ 法然が『興禅護国論』を著し、坐禅に徹せよと説いた。 

ｄ 一遍が『教行信証』を著し、念仏の教えを広めた。 
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問６ 織豊政権期の戦乱と全国統一に関わる出来事について述べた文として誤ってい

るものを、次のａ～ｄの中から選びなさい。解答番号は 30。（３点） 

ａ 織田信長は、関白に就任して全国統一を進めた。 

ｂ 織田信長は、長篠の戦いで武田勝頼の軍を破った。 

ｃ 豊臣（羽柴）秀吉は、長宗我部元親を降伏させ、四国を平定した。 

ｄ 豊臣秀吉は北条氏を攻め滅ぼし、その後、東北地方の大名を服属させた。 

 

問７ 近世の浮世絵について述べた文として正しいものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 31。（３点） 

ａ 鈴木春信は、元禄文化期に役者絵や相撲絵を描いた。 

ｂ 喜多川歌麿は、『見返り美人図』などを描いた。 

ｃ 歌川広重は、『東海道五十三次』などの風景画を残した。 

ｄ 菱川師宣は、化政文化期に多色刷浮世絵版画の錦絵を完成させた。 

 

問８ 幕末の政治について述べた文として正しいものを、次のａ～ｄの中から選びな

さい。解答番号は 32。（３点） 

ａ 阿部正弘のもとで、文久の改革が推進された。 

ｂ 安政の改革で、松平慶永が政事総裁職に任じられた。 

ｃ 八月十八日の政変で、長州藩勢力などが京都から追放された。 

ｄ 老中首座の堀田正睦によって、安政の大獄とよばれる弾圧が断行された。 

 

問９ 肖像が紙幣とされたことのある人物について述べた文として誤っているものを、

次のａ～ｄの中から選びなさい。解答番号は 33。（３点） 

ａ 渋沢栄一は、明治期に大阪紡績会社を設立した。 

ｂ 野口英世は、黄熱病の研究に貢献した。 

ｃ 樋口一葉は、大正期に新婦人協会を設立した。 

ｄ 夏目漱石は、『こころ』などの小説を残した。 

 

問 10 関東大震災と同じ年に起こった出来事について述べた文として正しいものを、

次のａ～ｄの中から選びなさい。解答番号は 34。（３点） 

ａ 摂政の裕仁親王を狙撃した虎の門事件が起こった。 

ｂ 憲兵により、大杉栄と平塚らいてうが殺される事件が起こった。 

ｃ 駅構内で無人電車が暴走する三鷹事件が起こった。 

ｄ 流言により、多くの西洋人が殺害される事件が起こった。 

 

問 11 第二次世界大戦後の戦争と日本との関係に関して述べた文として誤っているも

のを、次のａ～ｄの中から選びなさい。解答番号は 35。（３点） 

ａ 朝鮮戦争が勃発すると、日本に特需景気がもたらされた。 

ｂ ベトナム戦争の勃発を背景に、自衛隊が発足した。 
ｃ 第４次中東戦争の影響によって、日本経済は第１次石油危機に直面した。 

ｄ 湾岸戦争の勃発を機に、国際貢献のあり方が議論されるようになった。 

―日 9―



③ 
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［４］ 次の各問いに答えなさい。（36点） 

 

問１ 縄文・弥生時代の社会に関して述べた文として誤っているものを、次のａ～ｄ

の中から選びなさい。解答番号は 25。（３点） 

ａ 縄文時代には、地面を掘り下げ柱を立てて屋根を葺
ふ

いた竪穴住居に住んだ。 

ｂ 縄文時代には、食料の獲得方法が多様化し、定住的な生活が始まった。 

ｃ 弥生時代には、鉇・刀子といった鉄製工具が使用された。 

ｄ 弥生時代には、屈葬によって死者を埋葬することが多くなった。 

 

問２ 古墳とヤマト政権に関して述べた文として正しいものを、次のａ～ｄの中から

選びなさい。解答番号は 26。（３点） 

ａ 出現期における最大規模の古墳として、埼玉県の稲荷山古墳があげられる。 

ｂ 中期の古墳は、鏡や玉など呪術的な副葬品が多いことが特徴とされている。 

ｃ ヤマト政権のもとでは、地方豪族は伴造とよばれる地方官に任じられた。 

ｄ ヤマト政権のもとでは、氏姓制度とよばれる支配のしくみが整備された。 

 

問３ 平安時代の貴族政治に関して述べた文として正しいものを、次のａ～ｄの中か

ら選びなさい。解答番号は 27。（３点） 

ａ 平城天皇の信任を得た藤原冬嗣は、蔵人頭に就任した。 

ｂ 承和の変により、藤原氏の中で北家の優位が確立した。 

ｃ 応天門の変により、藤原道長は伴・紀両氏を没落させた。 

ｄ 藤原基経の死後、嵯峨天皇は摂政・関白を置かなかった。 

 

問４ 院政期に関して述べた文として誤っているものを、次のａ～ｄの中から選びな

さい。解答番号は 28。（３点） 

ａ 院庁下文や院宣が、国政一般に効力をもつようになった。 

ｂ 白河上皇によって、西面の武士が設けられた。 

ｃ 法勝寺をはじめ、六勝寺と総称される寺院が造営された。 

ｄ 知行国や院分国の制度が広まり、私領化した公領は院政を経済的に支えた。 

 

問５ 鎌倉時代の仏教について述べた文として正しいものを、次のａ～ｄの中から選

びなさい。解答番号は 29。（３点） 

ａ 法相宗の明恵や華厳宗の貞慶は、戒律を重視した。 
ｂ 日蓮が、題目を唱えることで救われると説いた。 

ｃ 法然が『興禅護国論』を著し、坐禅に徹せよと説いた。 

ｄ 一遍が『教行信証』を著し、念仏の教えを広めた。 
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問６ 織豊政権期の戦乱と全国統一に関わる出来事について述べた文として誤ってい

るものを、次のａ～ｄの中から選びなさい。解答番号は 30。（３点） 

ａ 織田信長は、関白に就任して全国統一を進めた。 

ｂ 織田信長は、長篠の戦いで武田勝頼の軍を破った。 

ｃ 豊臣（羽柴）秀吉は、長宗我部元親を降伏させ、四国を平定した。 

ｄ 豊臣秀吉は北条氏を攻め滅ぼし、その後、東北地方の大名を服属させた。 

 

問７ 近世の浮世絵について述べた文として正しいものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 31。（３点） 

ａ 鈴木春信は、元禄文化期に役者絵や相撲絵を描いた。 

ｂ 喜多川歌麿は、『見返り美人図』などを描いた。 

ｃ 歌川広重は、『東海道五十三次』などの風景画を残した。 

ｄ 菱川師宣は、化政文化期に多色刷浮世絵版画の錦絵を完成させた。 
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ａ 阿部正弘のもとで、文久の改革が推進された。 

ｂ 安政の改革で、松平慶永が政事総裁職に任じられた。 

ｃ 八月十八日の政変で、長州藩勢力などが京都から追放された。 

ｄ 老中首座の堀田正睦によって、安政の大獄とよばれる弾圧が断行された。 

 

問９ 肖像が紙幣とされたことのある人物について述べた文として誤っているものを、

次のａ～ｄの中から選びなさい。解答番号は 33。（３点） 

ａ 渋沢栄一は、明治期に大阪紡績会社を設立した。 

ｂ 野口英世は、黄熱病の研究に貢献した。 

ｃ 樋口一葉は、大正期に新婦人協会を設立した。 

ｄ 夏目漱石は、『こころ』などの小説を残した。 

 

問 10 関東大震災と同じ年に起こった出来事について述べた文として正しいものを、

次のａ～ｄの中から選びなさい。解答番号は 34。（３点） 

ａ 摂政の裕仁親王を狙撃した虎の門事件が起こった。 

ｂ 憲兵により、大杉栄と平塚らいてうが殺される事件が起こった。 

ｃ 駅構内で無人電車が暴走する三鷹事件が起こった。 

ｄ 流言により、多くの西洋人が殺害される事件が起こった。 

 

問 11 第二次世界大戦後の戦争と日本との関係に関して述べた文として誤っているも

のを、次のａ～ｄの中から選びなさい。解答番号は 35。（３点） 

ａ 朝鮮戦争が勃発すると、日本に特需景気がもたらされた。 

ｂ ベトナム戦争の勃発を背景に、自衛隊が発足した。 
ｃ 第４次中東戦争の影響によって、日本経済は第１次石油危機に直面した。 

ｄ 湾岸戦争の勃発を機に、国際貢献のあり方が議論されるようになった。 

―日 10―
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問 12 戦後における、為替相場に関わる出来事に関して述べた文として正しいものを、

次のａ～ｄの中から選びなさい。解答番号は 36。（３点） 

ａ 1950年代後半に、１ドル＝360円の単一為替レートが設定された。 

ｂ 1960年代前半に、１ドル＝308円に為替レートが変更された。 

ｃ 1980年代のプラザ合意ののち、円高が進行した。 

ｄ 1990年代には、変動相場制が導入された。 

世 界 史

※マーク解答用紙の受験科目欄に、受験する科目のマークを忘れずに記入してください。

―世 1―

③ 

10 
 

問 12 戦後における、為替相場に関わる出来事に関して述べた文として正しいものを、
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